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4面 公共サービスに関する国会情勢 自治労組織内議員が国会で質疑
会計年度任用職員に勤勉手当支給を可能とする地方自治法改正案が国会に提出
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新
し
く
採
用
さ
れ
た
仲
間
の

み
な
さ
ん
、
ご
就
職
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
と
も
に
働
く
仲

間
と
し
て
心
よ
り
歓
迎
い
た
し

ま
す
。

皆
さ
ん
は
、
期
待
と
希

望
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
な
が

ら
も
、
少
し
不
安
も
抱
え

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
で
も
、
心
配
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

労
働
組
合
へ
の
加
入
は
、
お

互
い
が
助
け
合
い
・
支
え
合
い

な
が
ら
成
長
で
き
る
、
暖
か
い

職
場
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
で
す
。
定
年
ま
で
、
安
心
し

て
健
康
的
に
働
き
続
け
ら
れ
る

よ
う
、
一
緒
に
運
動
を
進
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

で
も
、
も
し
か
し
た
ら
、
こ

れ
か
ら
働
く
中
で
、
仕
事
や
職

場
環
境
、
人
間
関
係
な
ど
で
不

安
に
な
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
自
分
で
は
、
ど
う

に
も
な
ら
な
い
と
悩
む
こ
と
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
時

こ
そ
、
労
働
組
合
の
出
番
で

す
。
労
働
組
合
は
、
あ
な
た
の

「
声
」
に
寄
り
添
い
ま
す
。

例
え
ば
「
年
次
有
給
休
暇
が

取
得
で
き
な
い
」「
職
場
で
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
が
あ
る
」「
残
業

代
が
支
払
わ
れ
な
い
」
な
ど
職

場
で
何
か
「
お
か
し
い
」
と
感

じ
た
ら
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
労

働
組
合
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
決
し
て
「
や
っ
ぱ
り
自
分

が
悪
い
の
か
な
」
と
か
「
自
分

に
能
力
が
な
い
か
ら
仕
方
が
な

い
」
な
ど
と
自
己
解
決
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

現
在
の
職
場
で
は
、
人
員
不

足
な
ど
か
ら
余
裕
が
な
く
な

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も

不
足
し
、
何
か
「
お
か
し
い
」

と
感
じ
つ
つ
も
、
周
り
の
仲
間

や
先
輩
に
も
相
談
で
き
ず
、
休

職
や
退
職
を
す
る
仲
間
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
労
働
組
合
は
、
組
合

員
の
ど
ん
な
小
さ
な
要
望
や
悩

み
で
も
、
し
っ
か
り
向
き
合

い
、
対
話
を
重
ね
、
共
感
し
な

が
ら
、
組
合
員
一
人
ひ
と
り
の

「
声
」
に
基
づ
き
活
動
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
ま
じ
め
に
働
く
皆
さ

ん
に
寄
り
添
い
「
自
治
労

の
組
合
員
で
良
か
っ
た
」

と
実
感
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、「
必
ず
そ
ば
に
い
る
存

在
」
と
し
て
尽
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

労
働
組
合
は
、
新
人
職
員
の

み
な
さ
ん
を
応
援
し
ま
す
。

新
し
い
仲
間
の
皆
様
へ

あ
な
た
ら
し
く
、輝
き
、

働
き
続
け
る
た
め
に
！

組
合
員
の「
声
」を
起
点
と
し
た

運
動
、単
組
運
動
の
活
性
化
へ

▲議案採決の後、松村新委員長の団結ガンバローで閉会した

大
会
議
長
に
師
岡
幹
雄
代
議

員
（
青
梅
市
職
）、

橋
爪
ゆ

り
代
議
員
（
八
王
子
市
臨
時
・

非
常
勤
職
組
）
を
選
出
し
た
。

染
委
員
長
は
あ
い
さ
つ
で
、

「
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
仕
事
は
決

し
て
派
手
で
は
な
い
が
、
住
民

の
安
心
・
安
全
な
生
活
を
支
え

る
縁
の
下
の
力
持
ち
と
し
て
組

合
員
が
奮
闘
し
て
い
る
。
都
本

部
と
し
て
は
組
合
員
一
人
ひ
と

り
の
声
を
拾
い
上
げ
、
困
っ
た

と
き
に
『
組
合
に
相
談
し
よ

う
』
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
運
動
を
希
求
し
て
い
く
」
と

述
べ
る
と
と
も
に
、
都
本
部
2

0
2
3
運
動
方
針
確
立
に
む
け

た
決
意
を
述
べ
た
。

8
点
の
重
点
項
目

議
案
審
議
で
は
、
2
0
2
3

年
度
運
動
方
針
（
案
）、
2
0

2
3
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会

計
予
算
（
案
）
な
ど
、
4
議
案

に
つ
い
て
議
論
。
運
動
方
針
で

は
、
①
組
合
員
の
「
声
」
を
起

点
と
し
た
運
動
の
構
築
、
②
単

組
運
動
の
活
性
化
と
「
伴
走

役
」
と
し
て
の
都
本
部
機
能
の

向
上
、
③
地
域
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
と
し
て
の
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
拡
充
、
④
賃
金
闘
争
の
再

構
築
、
⑤
組
合
役
員
を
担
う
人

材
の
発
掘
、
次
代
に
つ
な
ぐ
取

り
組
み
、
⑥
憲
法
を
守
り
、
平

和
を
確
立
す
る
運
動
の
推
進
、

⑦
統
一
自
治
体
選
挙
の
取
り
組

み
、
⑧
共
助
の
活
動
を
支
え
る

労
働
者
自
主
福
祉
運
動
の
強
化

・
充
実
の
8
点
を
掲
げ
た
。

質
疑
で
は
、
組
織
強
化
・
仲

間
づ
く
り
の
課
題
、
組
合
費
水

準
の
課
題
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

の
推
進
・
多
様
性
尊
重
の
取
り

組
み
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の

処
遇
改
善
な
ど
に
つ
い
て
、
事

前
質
疑
を
含
め
、
14
単
組
か
ら

質
疑
・
発
言
が
あ
っ
た
。
そ
の

後
の
執
行
部
答
弁
を
経
て
、
す

べ
て
の
議
案
が
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
た
。（
詳
細
は
2
面
参

照
）第

3
号
議
案
で
は
、
役
員
選

挙
（
信
任
投
票
）
が
行
わ
れ

た
。
投
票
行
為
は
電
子
投
票
シ

ス
テ
ム
に
よ
り
実
施
し
、
全
て

の
候
補
者
が
信
任
さ
れ
、
23
年

―
24
年
度
の
都
本
部
新
執
行
体

制
が
確
立
さ
れ
た
。
委
員
長
に

は
、
松
村
誠
治
さ
ん
（
葛
飾
区

職
労
・
都
本
部
前
副
委
員
長
）

が
新
た
に
就
任
し
た
。
最
後

に
、
大
会
宣
言
（
案
）
を
都
本

部
大
塚
副
委
員
長
よ
り
提
起
。

急
激
な
物
価
高
騰
で
生
活
に
苦

境
を
強
い
ら
れ
、
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
軍
事
侵
攻
、
岸
田
内

閣
に
よ
る
国
会
議
論
を
経
な
い

安
全
保
障
関
連
3
文
書
の
閣
議

決
定
な
ど
、
我
々
の
求
め
る
平

和
な
社
会
と
は
真
逆
の
政
治
情

勢
に
な
っ
て
い
る
中
、
自
治
労

東
京
都
本
部
は
、
組
合
員
の

「
声
」
を
起
点
と
す
る
運
動
の

構
築
、
賃
金
闘
争
の
強
化
、
組

織
強
化
・
拡
大
の
取
り
組
み
、

憲
法
を
守
り
、
平
和
を
確
立
す

る
運
動
の
推
進
、
公
務
・
公
共

サ
ー
ビ
ス
労
働
者
の
処
遇
改
善

・
職
場
環
境
の
改
善
に
む
け

て
、
4
月
に
行
わ
れ
る
統
一
地

方
選
挙
で
の
推
薦
候
補
者
の
必

勝
と
「
1
自
治
体
1
協
力
議

員
」
の
実
現
に
む
け
て
取
り
組

む
こ
と
を
要
旨
と
し
た
宣
言
案

が
、
代
議
員
の
満
場
の
拍
手
に

よ
り
採
択
さ
れ
、
松
村
新
委
員

長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
に
よ

り
、
閉
会
し
た
。

都
本
部
は
、
3
月
4
日
、
第
72
回
定
期
大
会
を
日
本
教
育

会
館
一
ツ
橋
ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
。
代
議
員
1
4
7
人
（
う

ち
女
性
32
人
）
が
参
加
し
た
。
経
過
報
告
並
び
に
2
0
2
3

年
度
運
動
方
針（
案
）を
は
じ
め
、4
つ
の
議
案
を
提
案
し
、質

疑
答
弁
を
経
て
す
べ
て
の
議
案
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ

た
。
今
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
を
考
慮

し
、
代
議
員
の
み
の
対
面
参
加
と
し
、
傍
聴
者
に
む
け
た
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
配
信
を
行
っ
た
。
な
お
役
員
信
任
投
票
を
経

て
、松
村
誠
治
さ
ん（
葛
飾
区
職
労
・
都
本
部
前
副
委
員
長
）

を
新
中
央
執
行
委
員
長
と
す
る
新
執
行
体
制
が
確
立
し
た
。

松
村

誠
治

2023都本部運動方針
重点項目

①組合員の「声」を起点とした運動
の構築

②単組運動の活性化と「伴走役」と
しての都本部機能の向上

③地域のセーフティネットとしての
公共サービスの拡充

④賃金闘争の再構築
⑤組合役員を担う人材の発掘、次代
につなぐ取り組み

⑥憲法を守り、平和を確立する運動
の推進

⑦統一自治体選挙の取り組み
⑧共助の活動を支える労働者自主福
祉運動の強化・充実

記
録
的
な
物
価

上
昇
が
進
む
な

か
、
今
年
の
春
闘

は
大
手
企
業
で
は

満
額
を
含
む
、
近

年
に
な
い
高
い
水

準
の
回
答
が
相
次
い
だ
。
一

方
、
国
内
の
従
業
員
の
7
割

が
働
い
て
い
る
中
小
企
業
に

も
賃
上
げ
が
広
が
る
か
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
中
小
企

業
は
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
打

撃
を
受
け
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

原
材
料
の
価
格
高
騰
に
よ
り

厳
し
い
経
営
環
境
に
直
面
し

て
い
る
。
一
部
で
は
、
賃
金

を
引
き
上
げ
よ
う
と
い
う
動

き
も
出
て
い
る
が
、
賃
上
げ

に
踏
み
切
れ
な
い
経
営
者
が

多
い
の
も
現
状
で
、
中
小
企

業
の
80
％
が
賃
上
げ
を
行
う

も
の
の
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
の

実
施
は
大
手
に
比
べ
て
低
い

と
い
う
予
測
も
あ
る
▼
も
う

1
つ
の
課
題
は
労
働
者
全
体

の
4
割
近
く
を
占
め
る
パ
ー

ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
非
正

規
雇
用
で
働
く
人
た
ち
の
賃

上
げ
で
あ
る
。
物
価
上
昇
を

き
っ
か
け
に
、
非
正
規
雇
用

の
人
た
ち
が
、
賃
上
げ
を
求

め
る
「
非
正
規
春
闘
」
と
い

う
新
た
な
動
き
も
出
て
き
て

い
る
▼
全
体
の
賃
金
水
準
の

向
上
の
た
め
、
大
手
の
賃
上

げ
の
勢
い
を
中
小
企
業
や
非

正
規
雇
用
で
働
く
人
に
賃
上

げ
が
広
が
る
よ
う
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
平
間
）

東奔西走

都本部第72回定期大会都本部第72回定期大会
2023年度運動方針を確立2023年度運動方針を確立2023年度運動方針を確立

自
治
労
東
京
都
本
部

中
央
執
行
委
員
長
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